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小
川
町
・
霜
里
農
場
は
五
十
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
何
と
も
懐
か
し
い

農
村
で
し
た
。
江
戸
川
区
か
ら
２
～
３
時
間

で
行
け
る
距
離
で
す
が
、
こ
の
地
域
に
は
循

環
型
社
会
が
実
現
し
て
い
ま
し
た
。
生
ゴ
ミ

は
液
肥
（
バ
イ
オ
ガ
ス
に
よ
る
）
を
堆
肥
に

し
、
そ
こ
か
ら
出
る
メ
タ
ン
ガ
ス
も
利
用
し

て
い
ま
す
。
落
ち
葉
・
も
み
が
ら
・
稲
わ
ら
・

麦
わ
ら
・
植
木
ク
ズ
・
鶏
糞
・
牛
糞
な
ど
す

べ
て
の
物
を
循
環
さ
せ
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
有
機
農
業
だ
け
で
な
く
、
生
活
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
廃
食
油
を
バ
イ
オ
デ
イ

ー
ゼ
ル
燃
料 

 

『
命
め
ぐ
る
農
場
』
を
訪
ね
る 

を
を
訪
ね
る 

と
し
て
乗
用
車
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
に
、
勿
論

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
電
池
も
利
用

し
、
踏
み
込
み
温
床
で
出
る
発
酵
熱
を
も
活

用
し
て
、
ま
さ
し
く
す
べ
て
が
自
然
の
力
を

借
り
て
、
適
正
に
循
環
し
て
お
り
負
荷
の
少

な
い
生
活
が
実
現
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 

＊
私
た
ち
の
現
実
＊ 

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
一
方
通
行
の
、
食
料
を

購
入
す
る
→
食
べ
る
→
ゴ
ミ
→
焼
却
→
埋
め
立

て
、
こ
れ
が
本
来
循
環
し
て
い
る
も
の
で
す
。
物

質
的
に
も
恵
ま
れ
て
食
生
活
も
良
く
な
り
飽
食

の
時
代
と
言
わ
れ
、
幸
せ
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が

決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
、

如
い
て
は
私
た
ち
の
身
体
に
も
負
荷
を
与
え
て

い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
生
活
を
見
直
す
必
要

が
あ
り
、
出
来
る
事
か
ら
取
り
組
み
た
い
の
で

す
。 

 

 
 

 

バ
ス
見
学
会 

 

 

生ゴミ・山の落ち葉・植木屋の木クズや枝

のチップ。そこに家畜の糞尿を混ぜて切り

返しを行い、1年以上熟成。微生物たっぷり

の、農作物に最高の堆肥ができるそうです。 

 

 

霜
里
農
場
で
は
、
至
難
の
業
と
言
わ
れ
る
無
農

薬
栽
培
の
苺
が
赤
く
実
っ
て
い
ま
し
た
。
通
常
苺

は
収
穫
ま
で
に
三
十
～
四
十
回
も
の
農
薬
散
布

が
行
わ
れ
る
と
の
お
話
に
は
驚
き
ま
し
た
。
農
薬

と
書
き
ま
す
が
薬
で
は
な
く
農
毒
薬
で
す
。 

 

 

バ
イ
オ
ガ
ス 

生
ご
み
・
家
畜
の
糞
尿
等
が
、
地
中
に
埋
め

ら
れ
た
バ
イ
オ
ガ
ス
の
発
酵
層
に
投
入
さ
れ

ま
す
。
空
気
の
な
い
と
こ
ろ
で
嫌
気
性
発
酵

が
行
わ
れ
、
バ
ク
テ
リ
ア
に
分
解
さ
れ
た
糞

尿
は
液
体
肥
料
と
メ
タ
ン
ガ
ス
に
変
換
さ
れ

ま
す
。
液
体
肥
料
は
畑
や
田
ん
ぼ
に
、
メ
タ

ン
ガ
ス
は
湯
沸
し
等
に
使
い
ま
す
。 

 

温床は藁で囲った中に、落ち葉・米ぬか・牛糞・

藁等を入れて水を加えて踏み込み発酵させてい

ます。最初は 50℃程になりますが、30℃程に安

定させて苗を育てます。春になって苗床の役目

が終わると、堆肥として使います。 

 

２月２４日 

  

 

 

 

四
十
年
前
か
ら
有
機
農
業

を
続
け
て
い
る
農
場
で
は
夏

に
は
蛍
が
舞
い
、
土
中
に
は
１

ｇ
に
１
兆
個
も
の
微
生
物
や

小
動
物
が
棲
み
、
害
虫
や
土
着

天
敵
・
野
鳥
な
ど
多
く
の
命
が

共
存
す
る
多
様
な
生
態
系
が

農
業
を
支
え
る
、
ま
さ
に
『
命

め
ぐ
る
農
場
』
で
す
。 
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 ◆ ベランダで簡単にできる生ゴミ堆肥作り ◆ 

用意するもの 

・ゴミ箱（縦長の方が良い）・ふた用の布・ゴム紐 

・腐葉土（ゴミ箱半分位）・米ぬか・枯葉・枯草 

・段ボール箱・シャベル・その他 

 

 

 

 

 

 

準備 

１.腐葉土（未熟堆肥）はカラカラに

乾燥します。（段ボール箱なら３

回目以降必要ない） 

２.生ごみを細かく切り、水気を絞る。 

 

 虫よけに布をかけゴムで止め

できるだけ暖かい場所に置き

ます。臭いは殆どありません

が、気になる場合は枯葉や乾

いた堆肥を入れてください。 

段ボール箱の周りは壁等

に触れないように工夫を

します。段ボール箱に移す

と水分はすぐに抜けてい

き分解も早いです。 

見
学
会
に
参
加
し
て
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
） 

・
自
然
が
循
環
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
言
う

事
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。 

・
農
業
は
奥
が
深
い
で
す
。
メ
ラ
メ
ラ
意
欲
が
湧

い
て
き
ま
す
。 

・
奇
人
変
人
と
さ
れ
て
い
た
方
の
長
年
の
地
道
な

努
力
と
信
念
が
地
元
全
体
の
農
業
や
産
業
を
動
か

す
原
動
力
に
な
り
、
日
本
の
農
業
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
る
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
有
意
義
な
ツ
ア
ー
で
し
た
。 

☆
中
村
美
里
子
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

 

 

命めぐる農場で記念撮影 

※ 

区
長
賞
受
賞
！ 

生
ゴ
ミ
か
ら
で
き
た
土
で
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」 

47名参加 

作り方 

１． ゴミ箱に底が見えないほど（３㎝）の腐葉土を

入れます。 

２． 水分を飛ばした野菜クズなどを入れます。（新聞紙

やザルなどで一晩水切り） 

３． 手に入れば米ぬか（発酵促進剤として）をゴミにま

ぶし入れます。 

４． ３に腐葉土を入れよく混ぜます。さらに生ゴミが見

えないぐらいの腐葉土をかぶせ、ゴミ箱の上を布で

おおいゴムで止めます。 

５． ２．３．４．を繰り返します。ゴミ箱八分目になっ

たら、段ボール箱に移します。 

６． また１から繰り返します。出来た堆肥は腐葉土とし

て使用できます。 

 
未熟堆肥は腐葉土の代わりに使用できます。 

真冬でも 52°！

に！度！ 

２０１１年３月 20日   第１０号 〈２〉 

 

 

ゴミ箱・段ボール箱各１個ですから大変便利でオススメです。 


